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  ● 日本の人がアチェのために泣いてくれたことに感謝
  ● リモセン分野で制度の良い衛星画像の入手・利用で
CIASと協力したい
  ● Disaster Risk Management Information 
Systemは防災マップのオンライン版。
  ● Hazard mapとVulnerable mapの組み合わせで防
災マップをつくる





  ● 災害対応はmultidisciplinaryな分野。TDMRCもで
きたばかりでMultidisciplinaryな授業を考えてい
るがまだ寄せ集め状態。今後の課題。










































PMI: Palang Merah Indonesia
IFRC Service Compound Office
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  ● インドネシア赤十字（PMI）は1945年設立。全土で
33支部あり。アチェ支部は1970年設立。アチェ州
に23ブランチあり。












  ● 政府のアシスト。現在の目的はorganizational 
capacityの強化、community baseの活動強化。
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●アチェについて
  ● PMIで聞いたところによると、アチェ州は、2011年
で6244村、人口448万人。
  ● アチェの現在の課題は、紛争からの復興、地震津波被
害からの復興、復興がひと段落したため今後の経済
の復興の三つの復興を実現することが課題。








  ● 1945年に公式には独立。しかししばらく占領が続
く。1950年に実質的に世界に独立を認められる。
  ● ペンは剣より強し搭：独立時に建設。教育を重視した
州の方向性を示す。
  ● 地方紙が4～5もある。FM局も複数あり。数年前か
ら地方メディアが普及するようになった。
  ● アチェ語によるとAtjeh。特に70年代以前の古い綴
り。現在はAcehが一般的だが、Atjehも見る。今回の
ワークショップのバナーに併記される。
  ● 津波警報機
●インドネシアについて





  ● 黒の帽子はメッカにまだいっていない人、白の帽子
はいったことのある人。
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